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平成２２年度科学研究費補助金の配分状況等について（概要）

（Ⅰ）科学研究費補助金制度について

○ 科学研究費補助金は、人文・社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基
礎から応用までのあらゆる独創的・先駆的な「学術研究（研究者の自由な発想に基
づく研究）」を対象とする「競争的資金」です。

専門分野の近い複数の研究者による審査である「ピア・レビュー」という方式に
よって、科学技術・学術審議会学術分科会科学研究費補助金審査部会や(独)日本学
術振興会科学研究費委員会の審査を経て、その配分が決定されています。

○ 科研費は、研究者の能力や研究の深まりに応じた応募が可能となるよう、研究期
間や規模により、様々な応募区分（研究種目）を設定しています。

なお、このうち、研究者個人や複数の研究者のグループによる研究を対象とする
代表的な部分を特に「科学研究費」と呼んでいます。

【表１ 科学研究費補助金の研究種目】

研 究 種 目 等 研  究  種  目  の  目  的  ・  内  容

科学研究費

特別推進研究  ※ 国際的に高い評価を得ている研究であって、格段に優れた研究成果をもたらす可能性のある研究

（期間３～５年、１課題５億円程度を目安とするが、制限は設けない）

特定領域研究　  我が国の学術研究分野の水準向上・強化につながる研究領域、地球規模での取り組みが必要な研究領域、社会

的要請の特に強い研究領域を特定して機動的かつ効果的に研究の推進を図る 

（期間３～６年、単年度当たりの目安１領域　２千万円～６億円程度）

新学術領域研究 （研究領域提案型）研究者又は研究者グループにより提案された、我が国の学術水準の向上・強化につながる

　　　　　　　　　新たな研究領域について、共同研究や研究人材の育成等の取り組みを通じて発展させる

　　　　　　　　　（期間５年、単年度当たりの目安１領域　１千万円～３億円程度）

（研究課題提案型）確実な研究成果が見込めるとは限らないものの、当該研究課題が進展することにより、学

　　　　　　　　　術研究のブレークスルーをもたらす可能性のある、革新的・挑戦的な研究

　　　　　　　　　（期間３年、単年度当たり１千万円程度）

基盤研究　※ （Ｓ）１人又は比較的少人数の研究者が行う独創的・先駆的な研究

　　　　　　　　　　　　　（期間原則５年、１課題 5,000万円以上２億円程度まで）

（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）１人又は複数の研究者が共同して行う独創的・先駆的な研究

　　　　　　　　　　（期間３～５年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (A)　 2,000万円以上 5,000万円以下　　　　　　

　　　　　　　　　　（応募総額によりＡ・Ｂ・Ｃに区分）(B)　　 500万円以上 2,000万円以下 　         

      　　　　　　　　　　　　　　　          　 　　 (C)　　　　　　　　　 500万円以下

挑戦的萌芽研究 ※ 独創的な発想に基づく、挑戦的で高い目標設定を掲げた芽生え期の研究

（期間１～３年、１課題  500万円以下）

若手研究  ※ （Ｓ）４２歳以下の研究者が１人で行う研究（期間５年、概ね3,000万円以上１億円程度まで）

（Ａ）（Ｂ）３９歳以下の研究者が１人で行う研究

　　　　　　（期間２～４年、応募総額によりＡ・Ｂに区分） (A)500万円以上3,000万円以下        　　　

　　　                                       　　　　　　(B)             500万円以下

研究活動スタート支援 

 ※

研究機関に採用されたばかりの研究者等や育児休業等から復帰する研究者等が１人で行う研究

（期間２年以内、単年度当たり150万円以下）

奨励研究  ※ 教育・研究機関の職員、企業の職員又はこれら以外の者で科学研究を行っている者が１人で行う研究

（期間１年、１課題　100万円以下）

特別研究促進費 緊急かつ重要な研究課題の助成、研究助成に関する実験的試行

研究成果公開促進費

研究成果公開発表 学会等による学術的価値が高い研究成果の社会への公開や国際発信の助成

学術定期刊行物  ※ 学会又は複数の学会の協力体制による団体等が、学術の国際交流に資するために定期的に刊行する学術誌の助

成

学術図書  ※ 個人又は研究者グループ等が、学術研究の成果を公開するために刊行する学術図書の助成

データベース  ※ 個人又は研究者グループ等が作成するデータベースで、公開利用を目的とするものの助成

特定奨励費 学術研究諸団体が行う学術的・社会的要請の強い特色ある研究事業の助成

特別研究員奨励費  ※ 日本学術振興会の特別研究員（外国人特別研究員を含む。）が行う研究の助成　（期間３年以内）

学術創成研究費　※ 科学研究費補助金等による研究のうち特に優れた研究分野に着目し、当該分野の研究を推進する上で特に重要

な研究課題を選定し、創造性豊かな学術研究の一層の推進を図る

（推薦制　期間５年）

注１）※印の研究種目の審査は、日本学術振興会が行っています。

注２）このほか、「研究成果公開促進費」の中に研究成果公開発表（B・C）の応募区分があります。

注３）平成２０年度公募から、「特定領域研究」の「新規の研究領域」の新規募集及び「学術創成研究費」の新規募集は行っていません。

注４）平成２２年度公募においては、「若手研究（S）」及び「新学術領域研究（研究課題提案型）」の新規募集は行っていません。
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（Ⅱ）平成２２年度の科学研究費補助金の予算の状況について

○ 科学研究費補助金の予算額は毎年増えてきています。（ただし、平成１５年度以
降、対前年度の伸びが徐々に緩やかになってきています。）

平成２２年度予算においては、「基盤研究」の充実を図り、対前年度３０億円増
（１．５％増）の２，０００億円に到達しました。

【図１ 科学研究費補助金の予算額の推移】

○ また、科学研究費補助金においては、間接経費３０％の早期実現という政府の方
針に基づき、平成１３年度以降、間接経費が順次導入されてきました。

平成２２年度予算においては、新学術領域研究などに間接経費を措置したため、
直接経費が若干減少しています。

【図２ 最近１０年間の科学研究費補助金の推移（直接経費・間接経費別 補正後予算額）】
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（Ⅲ）科学研究費の平成２２年度応募・採択の状況について（資料１～２）

＜応募状況＞

○ 科学研究費の平成２２年度の新規応募件数は８万６千７１４件で、昨年の９万
３４０件より３千６２６件減少しています。

○ 新規採択分と継続分を合わせた応募件数は１２万３千６９６件で、昨年の１２万
２３８件より３千４５８件増加しています。

＜採択状況＞

○ 科学研究費の平成２２年度の新規採択件数は１万９千１６８件で、昨年の２万
６９０件より１千５２２件減少しています。新規採択率は２２．１％で、昨年の
２２．９％より０．８％低くなっています。

○ 新規採択分と継続分を合わせた採択件数は５万６千４５件で、昨年の５万５３５
件より５千５１０件増加しています。採択率は４５．３％で、昨年の４２．０％よ
り３．３％高くなっています。

＜配分額＞

○ 科学研究費の平成２２年度の新規採択分の直接経費の配分額は約４６２億円で、
昨年の約５１４億円より約５３億円減少しています。なお、平成２２年度の直接経
費と間接経費を合わせた配分額は約５９０億円となっています

○ 新規採択分と継続分を合わせた直接経費の配分額は約１千３１４億円で、昨年の
約１千３５３億円より約３８億円減少しています。なお、平成２２年度の直接経費
と間接経費を合わせた配分額は約１千６７３億円となっています。

○ １課題当たりの平均配分額は、平成２２年度の新規採択分は２４１万円で、昨年
の２４８万６千円より７万６千円低くなっています。また、新規採択分と継続分を
合わせた平均配分額は２３４万５千円で、昨年の２６７万７千円より３３万２千円
低くなっています。
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（Ⅳ）科学研究費に関する研究機関種別の状況について（資料３～４）

○ 科学研究費の「応募件数」・「採択件数」について、研究者が所属する研究機関種
別の割合（新規、新規＋継続）を見ると、昨年度と同様、国立大学、私立大学、そ
の他、公立大学の順となっています。

「応募額」・「配分額」（新規、新規＋継続）で見た場合も同様の順になっていま
す。

【図３ 研究者が所属する研究機関種別の新規応募件数・採択件数及び応募額・配分額】

（注１）平成２２年度科学研究費のうち、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、基盤研究（A）、

基盤研究（B）、基盤研究（C）、挑戦的萌芽研究、若手研究（A）、若手研究（B）の研究課題（新規採択分）の

当初配分について分類したものである。

（注２）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

○ ただし、この割合は固定的ではなく、採択件数で見ると、ここ５年間で国立大学
は６１．３％から５７．７％に低下しており、私立大（２１．３％から２４．１％）
などは上昇傾向にあります。

配分額で見た場合も、ほぼ同様の傾向が見られます。

【図４ 研究者が所属する「研究機関」別に見た配分状況の推移】

（注）平成２２年度科学研究費のうち、特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、

新学術領域研究（研究課題提案型）、基盤研究、挑戦的萌芽研究、若手研究、研究活動スタート支援及び学術創成研究費
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提案型）（新規領域）、基盤研究（S)、研究活動スタート支援の新規課題を除く）
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○ なお、大学については、教員数と科学研究費への応募件数を比べると、国立大学
及び公立大学は、私立大学よりも教員数に比べて応募件数が多く、科学研究費の採
択に向けて積極的に応募する傾向が見られます。

【表２ 大学教員数と科学研究費への応募件数】

区 分 大学教員数 応募件数 応募率
（①） （②） （②／①）

国立大学 61,246 63,493 103.7%
公立大学 12,402 9,215 74.3%
私立大学 98,391 33,813 34.4%

計 172,039 106,521 61.9%
（注１)平成２２年度科学研究費のうち、特別推進研究、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、

新学術領域研究（研究課題提案型）、基盤研究、挑戦的萌芽研究、若手研究、研究活動スタート支援及び学術創

成研究費の研究課題（新規採択＋継続分）の当初配分について分類したものである。（特別推進研究、新学術領域

研究（研究領域提案型）（新規領域）、基盤研究（S)、研究活動スタート支援の新規課題を除く）

(注２）「大学教員数」は「平成２１年度学校基本調査」による。

（Ⅴ）研究分野別に見た応募・配分状況等について（資料５）

＜分野別＞

○ 平成２２年度の科学研究費の新規採択件数について「分野別」に見ると、全体の
半分近く（４６．２％）を生物系が占めており、残りの約５分の３（３０．４％）
を理工系、約５分の２（２０．６％）を人文・社会系が占めています。これらの状
況は、継続分を含めた場合もほぼ同様の傾向が見られます。

○ これに対し、新規採択分の配分額について「分野別」に見ると、生物系、理工系
が全体のそれぞれ４０％程度を占めているのに対し、人文・社会系は１３．６％に
なっています。これらの状況は、継続分を含めた場合もほぼ同様の傾向が見られま
す。

○ これらから、理工系や生物系に比べて、人文・社会系の場合、比較的少額の研究
計画が多く採択されていることが伺えます。これらの状況は、概ね昨年度と同様で
す。

【図５ 分野別の新規採択件数・配分額】

（注１）平成２２年度科学研究費のうち、特定領域研究、新学術領域研究（研究領域提案型）（継続領域）、基盤研究（A）、

基盤研究（B）、基盤研究（C）、挑戦的萌芽研究、若手研究（A）、若手研究（B）の研究課題（新規採択分）の当初

配分について分類したものである。

（注２）四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがある。

人文科学系
7.7%

1,419件

社会科学系
12.9%

2,388件

数物科学系
 4.1%
 753件

環境･自然災害･

ｴﾈﾙｷﾞｰ科学系
2.9%    543件

地球･宇宙科学系
3.0%
545件

物質･材料科学系
8.0%

1,479件

情報･電気電子

工学系 　5.9%
1,086件

構造･機能工学系
6.5%

1,204件

がん･ｴｲｽﾞ等

難治疾患関係
7.8%

1,435件

成人病･感染症･

その他疾患関係
18.5%

3,416件

歯科疾患関係
4.1%
751件

脳･神経科学系
3.4%
620件

薬学系
2.1%
396件

生物科学系
10.4%

1,911件

人文･社会系
20.6%

3,807件

その他
 2.8%
 508件

その他
 2.8%
 508件

  理工系
  30.4%
 5,610件

生物系
46.2%

8,529件

採択件数合計

18,454件

人文科学系
5.2%

２４億円
社会科学系

8.4%

３９億円

数物科学系
3.6%

１６億円

環境･自然災害･

ｴﾈﾙｷﾞｰ科学系
4.6%    ２１億円

地球･宇宙科学系
4.1%

１９億円

物質･材料科学系
12.3%

５７億円

情報･電気電子

工学系 　6.4%

２９億円
構造･機能工学系

8.1%

３７億円

がん･ｴｲｽﾞ等

難治疾患関係
6.8%

３１億円

成人病･感染症･

その他疾患関係
15.9%

７３億円

歯科疾患関係
3.4%

１５億円

脳･神経科学系
3.6%

１６億円

薬学系
 2.0%

９億円

生物科学系
13.1%

６０億円

その他
 2.6%

１２億円

その他
 2.6%

１２億円

人文･社会系
13.6%

６２億円

理工系
 39.0%

１７９億円

生物系
44.7%

２０５億円

配分額合計
458億円


